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 国際津波・地震フォーラム－「兵庫行動枠組の進捗

状況と津波・地震災害からの復興」 
 神戸コミュニケを採択 

 
 国際復興支援プラットフォーム（IRP)事務局及びア
ジア防災センター（ADRC）は、「国際津波・地震フォ
ーラム～兵庫行動枠組（HFA）の進捗状況と津波・地
震災害からの復興～」を2007年1月15・16日の両日、
内閣府、外務省、兵庫県及び国連関係機関等との共催
により開催しました。神戸国際会議場において行われ
たこのフォーラムには、2004 年 12 月のインド洋津波
被災4カ国の閣僚を含む34カ国、20の国際機関から、
政府関係者や防災専門家等、約300名が参加しました。 

 初日の公開シンポ
ジウムでは、溝手顕正
防災担当大臣、岩屋毅
外務副大臣、井戸敏三
兵庫県知事、ジョン・
オヒロヘニュアン国
連開発計画（UNDP)次
席総裁補・危機予防復
興支援局上級次長、サ
ルバノ・ブリセーニョ

国連国際防災戦略（ISDR）事務局長の開催挨拶に続き、
ビル・クリントン前国連津波特使による、より良い復
興の重要性を強調し、防災への一層迅速な取組みを期
待するとするビデオ・メッセージが紹介されました。
続いて、マリボンヌ・プレシ・フレサール世界銀行上
級アドバイザーによる、復興における開発とリスクに
ついての基調講演が行われました。 
 その後、インド洋津波で甚大な被害を受けたインド
ネシア、スリランカ、モルディブ及びインドの閣僚に
よる、各国における復興過程の経験と教訓、課題の紹
介、パトリシオ・ベルナール UNESCO 政府間海洋学委
員会事務局長によるインド洋津波警戒体制の整備状
況報告が行われ、最後に、ブリセーニョ ISDR 事務局
長を座長にHFAの進捗状況の検証とよりよい復興につ
いてパネルディスカッションが行われました。その中
で、マルコ・フェラーリ スイス開発協力庁人道支援
局副局長が、災害リスク削減支援のためにIRPを含め
た国際的システムを構築し、それに対する各国の継続
的支援が必要だとする特別スピーチを行いました。 
 二日目の専門家会合では、ブリセーニョ ISDR 事務
局長の開会挨拶に続き、パキスタン及びタイの各国代
表者からの津波・地震復興報告、「災害からの復興に
学ぶ」と題したイアン・デイビス英国クランフィール

ド大学客員教授の基調講演が行われました。 
 引き続き参加者は、
住宅復興、生活復興及
び復興のための組
織・制度という3つの
テーマに分かれてグ
ループ討議を行い、ア
ンドリュー・マスクリ
ーUNDP 危機予防支援
局防災ユニットチー
フを座長とする全体
会合においては、各グループ代表者からの議論の報告
を受け、座長は、「今回のフォーラムについて、閣僚
をはじめとする各国代表、国連関係者などが一堂に会
し、HFA の実現に向け復興について議論を行い、IRP
の重要性を再認識することができた。また、国レベル
に加え、地方自治体や地域コミュニティ等の防災力強
化の重要性が強調された。」と纏めました。その後、
本フォーラムの成果文書として「神戸コミュニケ～兵
庫行動枠組のさらなる推進に向けて～」を採択したの
ち、アジア防災センターの鈴木弘二所長が、このコミ
ュニケが、国際機関が被災地のよりよい復興に戦略的
に取り組む契機となることを期待すると閉会挨拶で
締めくくり、会議は閉幕しました。 
 なお、初日のシンポジウムの模様は、｢117ブロード
バンド TV｣のご協力により、IRP のホームページ
(http://recoveryplatform.org/jp/)からご覧いただ
けます。また、会議の成果文書である神戸コミュニケ、
各発表者のプレゼンテーションについても同ホーム
ページでご覧いただけます。本件についてのお問合せ
は、IRP 事務局(irp@recoveryplatform.org)までお願
いします。 
 
 お知らせ 
 
 カザフスタン国政府および日本国政府、国連機関、
ADRCの主催により、アジア防災会議2007が、2007年
6月25日から27日にかけて、カザフスタン共和国の
首都アスタナで開催されます。この会議では、2005年
に開催された国連防災世界会議の成果であるHFAが採
択されてから2年が経過したことから、アジア地域に
おける進捗状況の見直しを行い、課題を特定し、持続
的な社会経済発展を視野に入れた災害リスク軽減の
実施を促進します。詳細につきましては、会議事務局
（acdr2007astana@adrc.or.jp）までお問い合わせく
ださい。 


